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第6回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会



東京大学農学部における震災復興支援への取組み

災害対策本部
東日本大震災に関する救援・復興支援室

福島県農業総合センター
東京大学

（１）高放射能の農畜水産物産業への影響
① 作物・穀物

② 家畜・畜産物

③ 土壌・微生物

④ 魚介類、海水

⑤ 放射線測定

⑥ 科学コミュニケーション他

（２）被災地農業回復についての研究開発
① 作物生産・土壌学 ② バイオマス生産

農学生命科学研究科

演習林
牧場
生体調和農学機構
（圃場）
水産実験所
食の安全センター
放射性同位元素施設

応用生命化学・工学
生産・環境生物
獣医学
応用動物科学
森林化学
生物環境工学
生物材料科学
水圏生物科学



魚介類

鳥類

北海道演習
林（富良野）

秩父演習林

生態水文学研
究所（瀬戸）

富士癒しの森研究所（山中湖）

千葉演習林（鴨川、君津）樹芸研究所（伊豆下田）

伊達市 飯館村

鮫川村

白河市 南相馬市

笠間市

福島市

郡山市



東京大学農学部で進行中の取組み
・農業 ・作物学 ・栽培学 ・土壌学 ・微生物学 ・砂防学
・獣医学 ・畜産業 ・水産業 ・魚学 ・環境学 ・林業

落ち葉からキノコへの移行

溜池

牧草地

河川

用水

山林

森林昆虫果樹園

畑

水田

生物・水が関与した
放射性物質の移動 野鳥モニタリング

果樹の樹体内セシウム動態

家畜内の分布

牛乳への移行

牧草・家畜間の循環
畑作でのセシウム移行

土壌の鉛直分布

水田生態系での
セシウム動態

加工による低減効果

イネ：セシウム吸収の品種間差

魚体内分布

イネでのセシウム動態

エネルギー作物 セシウム吸収低減・除染策

サイエンスコミュニケーション



2011年11月19日(1回目） 2012年2月18日（２回目）

イネ

土壌

畜産業

低濃度汚染

鳥

魚類

キノコ

果樹

福島から



森林・河川

魚類

福島から（モニタリング）

サイエンスコミュニ
ケーション

福島から（イネのセシウム吸収低減）

イネ実験

2012年5月26日（3回目） 2012年9月8日（4回目）

エネルギー作物

イネの品種間差

除染の試み

原種のブタ

果樹

除染の試み



2012年12月8日（5回目） 2013年4月20日（6回目）

果樹

家畜飼育

漁業

イネ 土壌

キノコ

羊

福島大学

農水省

除染の試み

生物濃縮



（枯葉）

土壌
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樹木
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Keitaro Tanoi et al.

Daisuke Takata et al.

Sho Shiozawa et al. 

≪降ってきた放射性物質の特徴≫

スポット状 ・ 表面にくっつく

時間と共にほとんど動かない
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代謝

Noboru Manabe et al.

Shugo Watabe et al. 

Ken Ishida et al. 



水中の一次
生産者・腐食

水中の
消費者

水中の
捕食者

森林・源流域

中流・水田域

下流域

Nobuhito Oote et al. 

環境中の放射性物質動態調査ＰＪ



2013年4月出版
ダウンロードは無料(50ユーロ/冊）

［内容] はじめに（長澤）、緒言（中西）
１章 農学部の取り組み（中西）
２章 コムギなどイメージング（田野井）
３章 イネ栽培（根本）
４章 イネ品種間差 （藤原）
５章 イネのCs吸収実験（小林）
６章 土壌（塩沢）
７章 低レベル汚染（大下）
８章 福島農産物のモニタリング（二瓶）
９章 動物（真鍋）
１０章 魚肉加工過程（渡部）
１１章 魚のCs排出（金子）
１２章 鳥類（石田）
１３章 土壌の除染 （溝口）
１４章 果樹（高田）
１５章 キノコ（山田）
１６章 環境中のCs動態（大手）
１７章 サイエンスコミュニケーション（細野）(敬称略、以後も）



従来の放射線教育

＋

放射線とは？

生命科学
医学利用 産業・工業

利用

学際的な講義と実習重視の
教育プログラム

放射線測定 農場実習

牧場実習演習林実習

東京大学農学部

新たな

カリキュラム
の整備へ

アグリコクーン：「農における放射線影響フォーラムグループ（FG6)」
「農業環境」と「食の安全」を対象とした放射線の実践教育プログラム

平成25年度より研究結果を踏まえた教育プログラムも展開



アグリコクーン：「農における放射線影響フォーラムグループ（FG6)」
「農業環境」と「食の安全」を対象とした放射線の実践教育プログラム

≪教育≫
１．講義
・学部講義 夏学期月曜6限 「農業環境の放射線影響」
・大学院講義 夏学期月曜6限 「農業環境における放射線影響ゼミナール」
・大学院講義 夏学期集中（現地実習） 「森林環境における放射線影響」

2. 実習
[学部生実習]
・国際開発農学専修3年生・牧場実習（牧場）
・獣医学専修４年生・応用動物科学（栄養学・飼養学）実習（牧場）
・駒場生向け・全学体験ゼミナール実習 ＆ 全学自由研究ゼミナール（牧場）
・動物生命システム科学専修・牧場実習（牧場）
・農場実習（生態調和農学機構）

[大学院 現地集中型実習]
・森林環境における野生動物の放射能汚染実態実習研究実績

≪教育実績の教材化≫
・放射能汚染の研究報告会での講演内容のわかりやすい資料化
・放射能汚染関連研究の論文のとりまとめと、本としての出版（一部実施済み）
・実習の方法などのDVD化
・汚染実態や放射性セシウム動態に関する解説書（DVD)



おわり

これからも継続的に調査研究と教育とを続
けていこうと思っております。


